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1.緒言

2007年東京マラソン開催をきっかけにランニン

グ競技者は増加傾向にあり，近年では，多種多様

な娯楽的ランニングイベントが全国各地で開催さ

れ，若年層を中心に誘致合戦が繰り広げられてい

る(野川， 2008).本研究では，娯楽的ランニング

イベント(以下 rc大会J)と競技的ランニング、イベ
ント (以下旬大会J)の消費者特性と消費者心理

の比較検討及びその構湖棚を行い，参加動機(以

下 I動機J)，関与，イベント評価(以下 「評価J)， 

総合満足日支，再参加意図聞の関連性を明らかにす

ることを目的とする.

2.研究方法

調査対象者:c大会参加者，0大会参加者を対象に
アンケート調査を実施したそれぞれ164票， 180 

票，欠損値9票， 10票，有効回答数325票.

3.結果

Mann-WhitneyのU検定を用いて大会参加者間の

比較を行った結果，動機尺度の 「挑戦・向上J，関

与尺度の全要因，評価尺度の 「施設・人数J，r手
続き ・費用jの平均ランクがC大会よりも O大会

が高い数値を示した動機尺度の 「交流J. r気分
転換J，評価尺度の 「スタッフ対応」では0大会よ

りもC大会が高い平均ランクを示した
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車蛾，関与，評価，満足度，再参加意図の関連

性を明らかにするため共分樹持造分析を行った.

重機と関与は相関が高く 多重共繍主が確認され

たので，関与を説明変数から除外し，関与度合い

別に分類する調整変数として用いて分析を行った.

動機に関して低関与群は他者との交流を目的とす

る傾向にあるのに対し，高関与群は限界への挑戦

や開催地域の満喫を重視する傾向にある.また，

低関与群は高関与群と異なり，動機から総合満足

度や再参加意図へ強し、影響を及ぼした.評価に関

しては関与の高低に関係なくスタッフの対応が大

きな影響を及ぼし，低関与群は評価から再参加意

図へ直樹句に影響を及ぼすが，高関与群は総合満
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図 1 関与高低別的曹関間関連性

足度を介して再参加意図に強し、影響を及ぼした.

4.考察

両大会参加者において矧面が総合満足U支に強し、

影響を示すが，c大会参加者は5判面から直樹切こ
影響を及ぼす結果に対して，0大会参加者は総合

満足度を介して間接的に影響を及ぼした. した

がって，イベント運営の質向上が必要である.

さらに，関与の高低によっても総合満足度や再

参加意図へ与える要因が異なる.低関与群は他

者との交流を重視するため，参加者の人数を慎

重に検言すする必要があるだろう.また，関与の

高低に関わらず評価を重視する傾向があるため，

イベント運営の向上が重要になると考えられる.

以上のことから，イベント運営の質向上は新規

顧客 ・リピーター獲得には不可欠であると言え

るだろう.
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